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30周年の節目を祝う
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　結成30周年記念演奏会を無事終えるこ
とができたのは、会員それぞれの頑張り
と、練習を支えていただいたご家族の協
力のおかげです。本当に感謝しています。
演奏を終えたとき、会員や来場者の皆さ
んが笑顔で、その光景に感激しました。
　これからも曲を創作する努力を続け、
ふるさとの祭りと歴史を大事にする太鼓
チームとして活動を続けていきます。

太鼓がつなぐ絆に感謝
今後も挑戦し続けたい

松川一の宮太鼓
会長　遠藤一子さん
69歳　＝松川＝

地域とともに歩んできた
松川一の宮太鼓。
結成３０周年を迎え、
さらなる飛躍を誓う。

勇
壮
な
演
奏
が
観
客
を
魅
了

　子どもから大人まで、どなたでも加入でき
ます。見学も可能。詳しくは問い合わせ先まで。
■練習日　毎週水曜日と金曜日
　小学生　　　　午後６時から７時まで
　中学生・一般　午後７時から８時半まで
■練習場所　杉の子保育園
■問い合わせ先　☎７４－２0２５

松川一の宮太鼓メンバー募集中 松
川
一
の
宮
太
鼓

３０
年
の
歩
み

年

月

歩
み

昭
和
６１
１０
松
川
一
の
宮
太
鼓
結
成

　
　
６2
９
第
２
回
東
北
お
は
や
し

競
演
大
会
３
位（
初
出

場
）

平
成
３
３
自
治
宝
く
じ
助
成
事
業

に
て
待
望
の
太
鼓
購
入

　
　
４
７
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
国
際

交
流
音
楽
祭（
イ
ギ
リ

ス
）出
場

　
　
６
９
第
９
回
東
北
お
は
や
し

競
演
大
会
優
勝

　
　
１７
３
第
７
回
日
本
太
鼓
ジ
ュ

ニ
ア
コ
ン
ク
ー
ル
出
場

（
全
国
大
会
初
出
場
）

　
　
23
８
陸
前
高
田
復
興
街
づ
く

り
イ
ベ
ン
ト
に
て
演
奏

　
　
2４
１
東
日
本
大
震
災
復
興

支
援
事
業「
が
ん
ば
っ

ぺ
し
岩
手“
被
災
地

発
～
復
興
行
き
”絆
の

響
き
」に
て
演
奏（
陸

前
高
田
市
）

　
　
2６
９
第
2７
回
東
北
和
太
鼓

競
演
大
会
優
勝

　
　
2８
２
希
望
郷
い
わ
て
国
体
冬

季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会

開
会
式
に
て
演
奏

　
　
2８
１１
第
５
回
東
北
太
鼓
ジ
ュ

ニ
ア
コ
ン
ク
ー
ル
準
優

勝（
全
国
大
会
出
場
権

獲
得
）

松川地区三社祭りで奉納している「千手観音太鼓」

「天王太鼓」で息の合った演奏を見せるメンバーたち

西根寺田地区の聖福寺に祭られている白坂観音様を尊び作曲された「白坂観音太鼓」の演奏

全国大会に出場する「はな組」が「天龍太鼓」を披露

独自の曲を創作し続け、太鼓を打ち鳴らしてふるさとのリズムを刻んできた松川一
かず

の宮太鼓。
結成30周年を祝い「鼓動は愛を生む」をテーマに記念演奏会が開催されました。

　
松
川
一
の
宮
太
鼓
結
成
30
周
年

記
念
演
奏
会
が
２
月
１１
日
、
姫

神
ホ
ー
ル（
盛
岡
市
）で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
同
会（
遠
藤
一
子
会

長
、
会
員
７９
人
）は「
鼓
動
は
愛
を

生
む
～
東
日
本
大
震
災
を
の
り
こ

え
て
～
」を
テ
ー
マ
に
、
30
周
年

を
記
念
し
た
新
曲「
は
ず
み
太
鼓
」

を
含
む
１１
曲
を
演
奏
。
市
内
５
保

育
園
の
園
児
約
８0
人
が
遊
戯
を
披

露
し
た
ほ
か
、
長
年
交
流
の
あ
る

山
口
太
鼓（
宮
古
市
）も
友
情
出
演

し
ま
し
た
。
力
強
い
太
鼓
の
音
が

会
場
に
響
き
、
集
ま
っ
た
観
客
約

７
０
０
人
は
、
勇
壮
な
演
奏
に
聴

き
入
り
ま
し
た
。

　
同
会
は
、
昭
和
６１
年
当
時
の
杉

の
子
保
育
園
職
員
を
中
心
に
結

成
。
土
地
や
歴
史
を
思
い
、
創
意

工
夫
を
重
ね
て
ふ
る
さ
と
の
曲
を

遠
藤
会
長
が
作
曲
し
、
白
坂
観
音

大
祭
や
八
坂
神
社
例
大
祭
、
松
川

地
区
三
社
祭
で
毎
年
奉
納
し
て
い

る
ほ
か
、
県
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
や

海
外
公
演
で
披
露
し
て
い
ま
す
。

　
同
会
の
小
学
校
５
年
生
か
ら
中

学
生
ま
で
の
児
童
・
生
徒
で
構
成

さ
れ
た「
は
な
組
」が
、
３
月
１９
日

㈰
に
神
戸
市
で
開
催
さ
れ
る
全
国

ジ
ュ
ニ
ア
コ
ン
ク
ー
ル
の
出
場
権

を
獲
得
。
東
北
代
表
と
し
て
優
勝

を
目
指
し
ま
す
。

　
松
川
一
の
宮
太
鼓
は
、
結
成
30
周

年
記
念
演
奏
会
の
会
場
で
東
日
本

大
震
災
の
義
援
金
を
募
り
ま
し
た
。

　

集
め
ら
れ
た
１１
万
６
９
７
円
の

義
援
金
は
、
２
月
１５
日
に
宮
古
市
役

所
生
活
課
へ
送
ら
れ
、
そ
の
後
は

被
災
者
の
支
援
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

ふるさとへの感謝を鼓動にのせて　
松川一の宮太鼓結成30周年記念演奏会
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「生涯活躍のまち」
～八幡平市版CCRCの実現に向けて～

そもそも　C　C　R　C　とは？
Continuing Care Retirement Community= = = =

継続的な
（医療・介護などの）

ケア付きの
（定年退職した）

高齢者 共同体

　全国的に少子高齢化が進み、人口減少が危ぶまれ、地域活力の維持をいかにしていくかが課題となる昨今。
対策方法として首都圏などから地方へ移住定住の促進が挙げられており、高齢者が健康なうちに移り住んで、
健やかで活動的な生活を送れることを目的としたまちづくりへの取り組みがあります。
　　ＣＣＲＣ（継続的なケア付きの高齢者共同体）という概念の下、いくつになっても生きがいを持って暮らせ
る活力ある「生涯活躍のまち」として、本市もその在り方と方法を模索しつつ、実現に向けて動き始めています。

健康づくり
介護予防
健康管理

生涯学習

就労、ボランティア
などの社会参加

運営協議会
（住民自治）

ケアが必要になった場合は

生涯活躍のまち

参加

参加

参加

参加

サービス付き高齢者
向け住宅など

介護

介護事業所

医療

病院・診療所

協働

提供

地域住民
（若年者など）

地域
「生涯活躍のまち」構想 サービス・機能 イメージ図

提供

　
「
オ
ー
ク
」は
英
語
で
〝
柏
の
樹
木
〟

を
意
味
し
、
立
地
す
る
柏
台
地
区
を
表

し
て
い
ま
す
。「
フ
ィ
ー
ル
ド
」は
挑
戦

で
き
る
場
や
地
域
交
流
の
場
な
ど
、
い

ろ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
を
持
っ

た
〝
場
所
〟
と
い
う
意
味
を
込
め
て
い

ま
す
。
こ
こ
は
、
高
齢
者
が
た
だ
住
ん

で
お
世
話
を
さ
れ
る「
施
設
」で
は
な

く
、
ケ
ア
も
伴
う
中
で
、
入
居
者
一
人

一
人
が
生
き
が
い
を
持
ち
、
自
分
の

ペ
ー
ス
で
や
り
た
い
こ
と
を
実
現
す
る

た
め
の
場
所
で
す
。

　
ま
た
、
生
き
が
い
は
人
と
人
と
の
交

わ
り
合
い
の
中
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
も

の
と
考
え
、
こ
こ
を
開
か
れ
た
交
流
拠

点
と
し
て
、
入
居
者
だ
け
で
は
な
く
、

地
域
住
民
も
活
躍
で
き
る
よ
う
な
場
所

に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
一
人
一
人
が

培
っ
て
き
た
知
識
・
教
養
・
経
験
な
ど

の
ス
キ
ル
を
生
か
し
、
個
人
の
希
望
に

応
じ
た
活
躍
が
実
現
で
き
る
よ
う
な
ま

ち
づ
く
り
を
積
極
的
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
し
て
い
く
こ
と
が
、
オ
ー
ク
フ
ィ
ー

ル
ド
の
役
目
と
思
い
ま
す
。

参加

趣味

地域社会との協働

出典）内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局『「生涯活躍のまち」構想に関する手引き』

　CCRCとは、元々米国生まれの概念で、仕事をリタイアした人が健康なうちに移住し、生涯学習
や社会活動などで第２の人生を楽しみ、介護が必要な状態になったらそこで一生涯継続的なケアが受
けられる高齢者居住コミュニティのことを指します。日本国内では、シニアの生きがい創出、地方の
高齢化や人口減少を解消する切り札として「生涯活躍のまち」という名称で政府の地方創生の主要施策
になっており、すでに実現へと取り組んでいる自治体や企業があります。

　「生涯活躍のまち」構想は、東京圏をはじめとする地域の高齢者が希望に応じ地方に移り住み、多世
代と交流しながら健康でアクティブな生活を送り、必要に応じて医療・介護を受けることができるよ
うな地域づくりを目指すものとされています。市内では、それを具現化する場所として「オークフィー
ルド八幡平」（サービス付き高齢者向け住宅）が２７年１２月から運営を開始させています。入居者は、今年
２月末時点で７人。東京圏や盛岡、市内からの入居者もいます。

　CCRCの取り組みは、地域の特性を生かして、生きがいのある生活を送ることができるまちづく
りを目指すものです。市では、住民や移住者が下図のような様々な関わりの中で、いくつになっても
生きがいを持って暮らせるまちづくりを進めていきます。

オークフィールド八幡平
フィールドマネジャー

最上 雄吾さん

オークフィールド八幡平の全景
建物左側がレストラン棟「オークテラス」。右側が全32戸を有する住居棟

　
オ
ー
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
八
幡
平
で
は
、
レ

ス
ト
ラ
ン
棟
の「
オ
ー
ク
テ
ラ
ス
」を
活
用

し
て
、
入
居
者
と
地
域
住
民
の
交
流
を
中

心
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
展
開
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
第
１
弾
と
し
て

実
現
し
た
コ
ー
ヒ
ー
サ
ロ
ン「
オ
ー
ク
カ

フ
ェ
」は
毎
週
金
曜
日
午
後
２
時
か
ら
、

週
ご
と
に
テ
ー
マ
を
設
け
て
開
催
し
て
い

き
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
ま
た「
オ
ー
ク
テ
ラ
ス
」は
会
議
ス
ペ
ー

ス
や
語
ら
い
の
場
所
と
し
て
活
用
で
き
ま

す
。
人
の
流
れ
を
作
る
こ
と
か
ら
、
関
わ

る
人
、
一
人
一
人
の
自
己
実
現
に
つ
な
が

る
可
能
性
を
見
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
見
学
も
で
き
ま
す
。
お
気
軽

に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
オ
ー
ク
フ
ィ
ー
ル
ド

八
幡
平（
☎
７
１・１
７
５
０
）

伊
藤
さ
ん
が
入
れ
る
コ
ー
ヒ
ー
と
入
居
者
女

性
陣
が
つ
く
る
ケ
ー
キ
で
サ
ロ
ン「
オ
ー
ク

カ
フ
ェ
」を
展
開

　
学
生
時
代
、
コ
ー
ヒ
ー
が
好
き
で
通
っ

た
喫
茶
店
。
い
つ
か
喫
茶
店
の
よ
う
に

コ
ー
ヒ
ー
を
通
じ
て
人
に
喜
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
な
空
間
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
夢

を
ず
っ
と
抱
き
続
け
て
い
ま
し
た
。

　
退
職
し
て
か
ら
、
社
会
福
祉
イ
ベ
ン
ト

や
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
支
援
な
ど
で

人
と
人
の「
和
」を
つ
な
ぐ
空
間
づ
く
り
に

「
和
」の
あ
る
喫
茶
空
間
づ
く
り
が
僕
の
夢

伊藤　實 さん
６９歳＝寺田＝

入
居
者
も
住
民
も
相
互
に
活
躍
す
る
た
め
に

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
う
の
が
僕
ら
の
役
目

趣
味
の
コ
ー
ヒ
ー
が
役
立
っ
て
い
ま
し

た
。
今
、
オ
ー
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
と
の
出
会

い
で
さ
ら
に
そ
の
空
間
を
作
れ
る
と
い
う

夢
が
カ
タ
チ
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

オークカフェで提供するお菓
子作りを行う入居者の皆さん
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地
域
に
良
質
な
医
療
を
安
定
的
か
つ
継
続
的
に
提
供
す
る
た
め
に

32年度に移転新築を予定している西根病院の全体イメージ図（鳥瞰図）

【
西
根
病
院
改
革
プ
ラ
ン
の
目
的
】

　
昨
年
、
県
が
策
定
し
た
岩
手
県
地
域

医
療
構
想
を
踏
ま
え
、
西
根
病
院
の
役

割
を
明
確
化
し
、
他
の
医
療
機
関
な
ど

と
の
連
携
の
方
向
性
を
見
極
め
、
地
域

に
良
質
な
医
療
を
安
定
的
か
つ
持
続

的
に
提
供
す
る
た
め
、
平
成
3２
年
度
ま

で
の
計
画
実
施
期
間
と
し
て
西
根
病

院
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。

【
地
域
医
療
構
想
を
踏
ま
え
た
西
根
病

院
の
役
割
】

　

❶
社
会
経
済
情
勢
や
社
会
保
障
制

度
な
ど
の
社
会
的
情
報
❷
病
院
の
診

療
部
門
な
ど
か
ら
得
ら
れ
る
院
内
活

【
西
根
病
院
の
将
来
像
】

　

盛
岡
構
想
区
域
は
急
性
期
に
対
応

し
た
大
規
模
病
院
が
集
積
し
、
手
術
後

の
経
過
観
察
な
ど
の
受
け
皿
と
な
る

回
復
期
の
病
院
施
設
が
必
要
で
あ
る

こ
と
や「
地
域
医
療
構
想
を
踏
ま
え
た

西
根
病
院
の
役
割
」
か
ら
西
根
病
院
の

将
来
像
を
左
の
よ
う
に
掲
げ
ま
す
。

ま
た
、
民
間
的
経
営
手
法
を
で
き
る

だ
け
取
り
入
れ
、
経
費
削
減
と
併
せ
、

効
率
的
な
経
営
を
目
指
し
ま
す
。

　

医
療
の
進
歩
や
医
療
ニ
ー
ズ
の
変

化
が
著
し
い
中
に
あ
っ
て
、
職
員
の

資
質
向
上
も
大
切
な
取
り
組
み
で

す
。
院
内
外
の
多
職
種
連
携
や
勉
強

会
・
研
修
会
へ
の
積
極
的
参
加
を
推

進
し
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま

す
。ま
た
、西
根
病
院
の
経
営
理
念
で

あ
る「
心
の
か
よ
う
医
療
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
」を
さ
ら
に
推
進
し
、
患
者
に

寄
り
添
い
、
安
心
安
全
な
医
療
の
提

供
に
今
後
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

【
数
値
目
標
】

　

西
根
病
院
が
地
域
医
療
を
担
う
た

め
の
、
今
後
の
病
院
経
営
に
お
け
る

主
な
数
値
目
標
を
下
の
表
の
と
お
り

設
定
し
ま
し
た
。

　

実
施
状
況
を
年
度
ご
と
に
把
握

し
、そ
の
達
成
状
況
に
つ
い
て
、西
根

病
院
改
革
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会
に
お

い
て
点
検
・
評
価
を
行
い
、
改
善
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

計
画
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

西
根
病
院（
☎
７
６
・
３
１
１
１
）

盛岡構想区域において回復期
機能病床が不足している岩手医科大学や岩手県立中央病

院などの後方支援として西根病
院が紹介患者を受け入れる

自宅や介護施設などにおける在
宅医療の支援を行う

地域包括ケア病床

動
情
報
❸
財
務
諸
表
か
ら
得
ら
れ
る

財
務
情
報
｜
の
３
つ
の
視
点
か
ら
西

根
病
院
を
分
析
し
、
地
域
医
療
構
想
を

踏
ま
え
た
西
根
病
院
の
役
割
を
右
の

と
お
り
と
し
ま
し
た
。

パブリックコメントに
寄せられた主な意見

・入院患者の多くが高齢の方々であり、

本当に西根病院を必要としています。

・西根病院にリハビリがあることを知

らない方もおります。西根病院にリハ

ビリ科を設置すれば利用者が増えると

思います。

・西根病院の役割は改革プランにある

とおり、市民の健康、命を守るために

大変重要であり、収支にこだわった経

営ではダメだと思います。その役割か

ら一般会計からの繰り入れが有って当

然と思います。

【
西
根
病
院
の
将
来
像
に
向
け
た
取

り
組
み
】

　

地
域
完
結
型
医
療
体
制
の
実
現
の

た
め
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
へ
の
病

床
一
部
再
編
を
行
い
、
他
の
医
療
機

関
等
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
在
宅

医
療
推
進
に
努
め
、
病
床
利
用
率
や

医
業
収
益
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

西根病院の役割
　地域医療構想を踏まえた西根病
院の役割は、「岩手県地域医療構
想が目指す盛岡構想区域の地域完
結型医療提供体制の一翼を担うこ
と」です。
　この役割を果たすために、以下
について取り組みを進めます。
①市外に流出している患者層を取
り込めるように、紹介・逆紹介の
連携を強化します。
②病床再編を進め、回復期と在宅
医療の推進に向けた役割を担いま
す。
③外来患者数増や病床利用率の向
上を図り、コストマネジメントの
意識を高め、財務状況の改善・安
定化を目指します。

急性期治療を経過し、症
状が安定した患者さんに
対して、在宅復帰支援な
どを行う病床

支援

西
根
病
院
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定

地域包括ケア病床への病床一部再編を行う

32年度の西根病院の移転新築に併
せて導入が計画されているＭＲＩ
撮影室（イメージ）

　
平
成
2７
年
３
月
の
総
務
省
通
知「
公
立
病
院
改
革
の
推
進

に
つ
い
て
」に
基
づ
き
、
市
は
29
年
２
月
に
西
根
病
院
改
革

プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。策
定
に
当
た
り
、有
識
者
な
ど

で
構
成
さ
れ
た
策
定
委
員
会（
委
員
長
・
菅
原
岩
手
県
県
央

保
健
所
長
）を
2８
年
１
月
か
ら
29
年
２
月
ま
で
、
計
５
回
開

催
し
、市
議
会
議
員
全
員
協
議
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

に
お
け
る
意
見
を
参
考
に
し
て
お
り
ま
す
。そ
の
内
容
に
つ

い
て
、
今
号
で
紹
介
し
ま
す
。

　西根病院の移転新築に
ついては、平成２６年１１月
に「八幡平市国民健康保
険西根病院施設整備基本
計画」を策定し、その基
本計画をもとに、２８年３
月に設計の大きな方針や
内容・配置を定めた基本
設計を完了しています。
基本設計では、病院の配
置や病院整備に係る基本
方針を定めています。
　詳しくは、市ホーム
ページで閲覧できます。

西根病院改革プランの主な数値目標
項目 H28 H29 H30 H31 H32

一般
病床利用率：％ （※1） 60 70 70 73 75

計画病床数：床 60 55 50 50 40

地域
包括
ケア

病床利用率：％ （※1） 0 40 80 83 85

計画病床数：床 0 5 10 10 20

経常収支比率：％ （※2） 98 100 100 100 100

（※１）病床利用率：年間入院患者延べ数÷年間病床延べ数×１００

　　改革プランでは、一般病床６0床のうちH２９は年換算５床、H30～3１は１0床、

　　H3２は２0床に地域包括ケア病床への病床一部再編を行う計画としています。

（※2）経常収支比率：経常収益÷経常費用×１００

　　経常収支の状態を示し、１00％以上が黒字で高率ほど良い。
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健診(検診)の種類 対　象　者 検　査　内　容

特定健診 40歳から74歳までの市国保加入者 血圧、尿検査、血液検査、腹囲、心電図、眼底
検査、貧血検査、推算糸球体ろ過量検査など国保30代健診 30歳から39歳までの市国保加入者

長寿健診 後期高齢者医療対象者(7５歳以上) 血圧、尿検査、血液検査など

肺がん検診 40歳以上 胸部レントゲン撮影

骨粗しょう症健診 20歳から70歳までの人で５歳刻みの年齢に該
当する女性

かかとの骨密度を調べます。 
※骨粗しょう症治療中の人は、対象となりません。

前立腺がん検診 ５0歳以上の男性 血液検査 
※前立腺症治療中の人は、対象となりません。

肝炎ウイルス検査 40歳以上で今まで検査を受けたことがない人 血液検査

子宮頸
けい

がん検診 20歳以上の偶数年齢に該当する女性 内診、細胞診検査、超音波検査

乳がん検診 40歳以上の偶数年齢に該当する女性 乳房Ｘ線撮影

胃がん検診 40歳以上 バリウム飲用による胃部レントゲン検査

大腸がん検診 3５歳以上
便潜血反応検査
専用の容器に採便して提出する検査です。
検診日の４日前から採便できます。

成人健診（検診）
２９年度は４月２4日㈪から始まります

※特定健診の実施主体は、保険者です。
※特定健診､ 国保3０代健診は3０年３月3１日時点､ 長寿健診は健診受診日の年齢となります。がん検診などは、29年４
月１日時点の年齢となります。
※大腸がん検診を受ける際には、下記の配布場所から専用容器を事前に受け取り、採便をして、検診日に持参してく
ださい。《配布場所》市役所健康福祉課、西根・安代両総合支所、田山支所、各コミュニティセンター（荒屋・田山を除く）、
松尾鉱山資料館

　健診（検診）は、目に見えない体の不調や変化を確認するほか、自覚症状がない生活習慣病を早い段階
で発見し、予防・改善するために行うものです。
　毎日をイキイキと過ごすために、年に一度受診して、自身の健康づくりに役立てましょう。

●各種健診（検診）は、４月24日㈪から11
月18日㈯までの間、市役所本庁舎大ホー
ルや各コミュニティセンターなどを会場
に実施します。対象者には、３月２４日㈮
以降に受検票（下の写真）が入った緑色の
封筒を送付します。日程表をご確認の上、
都合の良い日程・会場で受診ください。
●午前中忙しい人にお勧めの『午後から
健診』を今年度から設けます。また、日
中忙しくて受診が難しいという人は『夕
方健診』をご利用ください。
■問い合わせ先　市役所健康福祉課健康
推進係（☎・内線１0８５）

健(検)診区分 受付時間 受診ポイント

総合健診

午前７時から
９時半まで

特定・国保30代健診、長寿健診、
がん検診（肺・胃・大腸・前立
腺）、骨祖しょう症健診、肝炎
ウイルス検査
1日で全ての検査を受けること
ができます。

総合健診の内容に加え、子宮頸
がん・乳がん検診も1日で受診
できます。
子宮頸がん・乳がん検診のみを
受けることもできます(その場
合の受け付けは午前８時から)。

ミニドック健診

午後から健診 午後1時半から
３時まで

午前中忙しい人にお勧めの健診。
胃がん検診を除く、総合健診を
受けることができます。

夕方健診 午後５時から
７時まで

勤め帰りの人にお勧めの健診。
胃がん検診を除く、総合健診を
受けることができます。

子宮頸がん
・乳がん検診

午前９時から
10時まで
午後1時半から
２時半まで

午後から健診・夕方健診は、
8月30日㈬のみ実施します。
場所：市役所本庁舎大ホール

❶
公
共
施
設
の
大
規
模
改
修
・
建
て
替
え

　

市
は
公
共
施
設（
建
物
）を
２
８
９
施

設
、
５
７
６
棟
保
有
し
、
延
床
面
積
の

合
計
は
約
２3
万
平
方
メ
ー
ト
ル
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
高
度
経
済
成
長
期

の
昭
和
４0
年
頃
か
ら
整
備
さ
れ
て
お
り
、

耐
用
年
数
が
経
過
し
た
施
設
や
既
に
大
規

模
改
修
時
期
と
な
る
施
設
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
１0
年
で
更
新
費
用
が
増
大
す
る

と
見
込
ま
れ
ま
す
。

❷
人
口
減
少
に
よ
る
財
政
へ
の
影
響

　
市
の
人
口
は
昭
和
５５
年
の
約
３
万
５
千

人
か
ら
減
少
傾
向
で
、
平
成
２７
年（
国
勢

調
査
）
人
口
は
約
２
万
６
千
人
で
す
。「
市

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」に
よ
る
と
、
平
成
５２
年

で
約
１
万
８
千
人
と
推
計
さ
れ
、
少
子
高

齢
化
に
よ
り
、
市
税
収
入
の
減
収
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
ま
す
ま
す
維
持

管
理
の
た
め
の
財
源
確
保
は
、
厳
し
く
な

る
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

❸
公
共
施
設（
建
物
）お
よ
び
イ
ン
フ
ラ
資

産
に
係
る
費
用

　
現
在
の
公
共
施
設
な
ど
を
現
状
の
ま
ま

更
新
、
維
持
管
理
す
る
と
仮
定
し
た
場
合
、

維
持
更
新
費
は
、
直
近
５
年
間
に
投
資
し

た
経
費
の
年
平
均
が
約
3５・
１
億
円
で
あ

る
の
に
対
し
、
今
後
４0
年
間
で
は
年
平
均

約
６８・
７
億
円
と
現
状
の
約
２
倍
の
費
用

が
必
要
に
な
る
試
算
で
す
。

　
市
は
、
本
計
画
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、

公
共
施
設
の
適
正
配
置
な
ど
を
検
討
し
な

が
ら
、
個
別
計
画（
施
設
分
類
）を
策
定
し
、

効
率
的
・
効
果
的
な
施
設
運
営
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。
な
お
、
計
画
の
詳
細
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
管
財
係（
☎
・
内
線
１
２
３
６
）

　今後も継続していく必要がある公共施設などについては、老朽
化の状況や利用実態および将来の需要の見通しを踏まえ、大規模
改修の検討と併せ、長期的な修繕計画の策定や点検・診断の強化
などにより、計画的な維持管理を推進し、有効活用を図ります。

　将来の人口動向や財政状況を踏まえ、次世代へ過度な負担を残
さないよう、公共施設の統合や複合化、廃止および取り壊しなど
による総量の縮減を図り、公共施設の供給量の適正化を推進します。

　施設の利用者数と維持管理に係る費用のバランスを考慮し、管
理・運営方法を見直しつつ、効率的な管理・運営により公共施設
などの経営を推進します。インフラ資産は地域の実情を踏まえ、
安全性・機能性を考慮した基盤整備を行うなど、市民生活に必要
な機能を確保し、市民ニーズに応えていきます。

現

状

と

課

題

八幡平市公共施設等
総合管理計画を策定

これからの公共施設のあり方を考えてみませんか

公共施設等総合管理計画の基本方針
既存公共施設などの有効活用

公共施設の供給量の適正化

効率的な管理・運営による
　　　市民ニーズに対応したサービスの提供

◆公共施設等総合管理計画とは？
　公共施設などの全体の現状を把握することにより、公共サービス・施設など
の規模の適正化、更新・統廃合・長寿命化などを検討し、今後の適切な維持・
管理を行うために平成２８年１２月に策定しました。計画期間は４0年で、計画の見
直しは１0年ごとに行うことを基本とし、必要に応じ適宜行います。

跡地利用は、地域や関係者と連
携し、市総合計画の中で具体的
な計画を検討していきます

解体撤去が計画されている旧松尾総合支所

　全国的に公共施設など
の老朽化対策が大きな課
題となっており、今後、
人口減少などにより施設
の利用需要が変化してい
くと予想されます。
　本市においても、例外
ではなく、現在保有する
公共施設などの維持経費
には多額の費用が必要で
あると見込まれます。

市役所からのHOT LINE
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■入居者を募集する市営住宅
（全て、松尾地区内に立地・風呂付き）
⑴公営住宅

住 宅 名 募集
戸数 建築年度 間取り 単身

入居

柏台第一住宅 24戸 昭和60～
平成元年 ２LDK 不可

時森住宅 ３戸 昭和56、57年 ３K 可
湯沢住宅 １戸 平成６年 ２LDK 不可
⑵コミュニティ住宅

住 宅 名 募集
戸数 建築年度 間取り 単身

入居

コマクサ ２戸 昭和56年 ２DK 可
４戸 ３DK 不可

ニッコウキスゲ １戸 昭和57年 ２LDK 不可
チングルマ １戸 昭和57年 ２LDK 不可
４号棟 ２戸 昭和62年 ２LDK 不可
⑶特定公共賃貸住宅

住 宅 名 募集
戸数 建築年度 間取り 単身

入居
湯沢住宅 ４戸 平成７・８年 ２LDK 不可

市営住宅の入居者を募集しています

　
市
は
、
転
入
や
転
出
な
ど
が

多
く
な
る
年
度
末
に
合
わ
せ
、

休
日
臨
時
開
庁
を
実
施
し
ま
す
。

■
日
時

　
３
月
２６
日
㈰
・
４
月
１
日
㈯

午
前
８
時
半
か
ら
午
後
５
時

１５
分
ま
で（
た
だ
し
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
は
、
午
前

年
度
末
の
休
日
に
合
わ
せ
て

市
役
所
を
臨
時
開
庁
し
ま
す

９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
）

■
開
庁
場
所

　
市
役
所
本
庁
舎

■
取
り
扱
い
業
務
・
問
い
合
わ

せ
先

　
取
り
扱
い
業
務
な
ど
は
左
表

の
と
お
り
で
す
。
詳
し
く
は
担

当
課
・
係
ま
で
。

表　休日臨時開庁で取り扱う業務内容、担当課・係
取り扱い業務内容 担当課・係

▶転入・転出などによる住民異動届の受
け付け

▶戸籍謄抄本、住民票の写し、印鑑証明
書の交付

▶印鑑登録および登録廃止の手続き

市民課
戸籍住民係
（内線１０６１）

▶マイナンバーカードの交付（交付日の
前々日までに電話予約が必要）

▶国民健康保険の手続き
▶国民年金の異動届受け付け
▶後期高齢者医療保険の手続き
▶子どもなど医療費助成の各種手続き

市民課
国保年金係
（内線１０７3）

▶所得証明書および納税証明書の交付
税務課
市民税係
（内線１１2４）

◎
第
39
回
東
北
高
等
学
校
ス
キ
ー
選
手
権

大
会（
１
月
25
・
26
日
、
青
森
県
大
鰐
町
）

【
男
子
】
◇
４
×
１０
㌔
リ
レ
ー　
❻
盛
岡

農
業
高
【
髙
橋
永
遠
（
松
尾
中
卒
）、
齊
藤

豊
（
安
代
中
卒
）
ほ
か
】

◇
距
離
▽
フ
リ
ー
１０
㌔　
❸
山
本
竜
（
秋

田
・
花
輪
高
、
松
尾
中
卒
）

【
女
子
】◇
３
×
５
㌔
リ
レ
ー　
❹
盛
岡
南

高
【
滝
沢
日
菜
（
安
代
中
卒
）
ほ
か
】

◎
第
53
回
東
北
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
（
１

月
25
～
27
日
、
福
島
県
猪
苗
代
町
・
２
月

６
日
、
山
形
県
米
沢
市
）

【
男
子
】
◇
ジ
ャ
ン
プ　
❶
小
林
龍
尚
（
松

尾
中
）
◇
複
合　
❶
小
林
龍
尚

【
女
子
】◇
３
×
３
㌔
リ
レ
ー　
❺
松
尾
中

（
髙
橋
玲
美
、
森
冬
姫
子
、
森
風
姫
子
）

◇
ジ
ャ
ン
プ　
❼
矢
部
凜
香（
安
代
中
）

◎
第
95
回
全
日
本
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

（
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
種
目
）（
１
月
26
日
、
長

野
県
白
馬
村
）

【
男
子
】
◇
複
合　
❺
永
井
陽
一
（
市
ス

キ
ー
連
盟
）

【
女
子
】
◇
複
合
（
公
開
競
技
）　
❸
工
藤

稀
凜
（
秋
田
・
花
輪
高
、
安
代
中
卒
）

◎
第
2６
回
東
日
本
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
選
手
権

大
会
（
１
月
28
・
29
日
、
田
山
バ
イ
ア
ス

ロ
ン
競
技
場
）

◇
競
技
銃
▽
７・
５
㌔
マ
ス
ス
タ
ー
ト　

❶
工
藤
輝
樹
（
県
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
連
合
）

◎
第
3８
回
県
ス
キ
ー
技
術
選
手
権
大
会
兼

第
5４
回
全
日
本
ス
キ
ー
技
術
選
手
権
大
会

予
選
会
（
１
月
28
日
、
八
幡
平
リ
ゾ
ー
ト

下
倉
ス
キ
ー
場
）

【
男
子
】　
❶
小
田
島
敦
❹
藤
澤
弘
之

【
女
子
】　
❶
佐
々
木
彩
日
❹
吉
田
み
さ
子

◎
第
2８
回
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
冬
季
大
会

（
１
月
29
日
～
２
月
９
日
、カ
ザ
フ
ス
タ
ン

ア
ル
マ
ト
イ
）

【
女
子
】◇
ジ
ャ
ン
プ
▽
個
人　
❷
小
林
論

果（
早
大
４
年
、
松
尾
中
卒
）▽
団
体　
❶

日
本（
小
林
論
果
ほ
か
）▽
混
合
団
体　
❸

小
林
論
果
ほ
か　

◎
第
5４
回
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
（
２

月
３
～
５
日
、
山
形
県
米
沢
市
）

【
男
子
】◇
ジ
ャ
ン
プ　
❹
小
林
龍
尚
◇
複

合　
❷
小
林
龍
尚

【
女
子
】
◇
４
×
３
㌔
リ
レ
ー　
❻
岩
手

（
森
冬
姫
子
ほ
か
）

◎
第
６６
回
全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会

（
２
月
３
～
６
日
、
群
馬
県
片
品
村
）

【
女
子
】
◇
ジ
ャ
ン
プ　
❻
工
藤
稀
凜

◎
三
ケ
田
礼
一
杯
第
25
回
市
ジ
ュ
ニ
ア
ス

キ
ー
選
手
権
大
会
兼
第
22
回
安
代
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
杯
安
代
地
区
小
中
学
校
ス

キ
ー
大
会（
２
月
4
日
、田
山
ス
キ
ー
場
ほ

か
）　
※
結
果
は
市
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
選

手
権
を
掲
載

【
男
子
】◇
大
回
転
▽
小
学
１
年　
❶
立
花

陽
和（
安
代
）❷
金
澤
大
和（
田
山
）❸
関
郁

成（
安
代
）▽
小
学
２
年　
❶
佐
々
木
知
洋

（
松
野
）❷
安
保
翔
悟（
柏
台
）❸
八
幡
瑞
希

（
田
山
）▽
小
学
３
年　
❶
瀬
川
拓
実（
大

更
）❷
立
花
洸
琉（
安
代
）❸
伊
藤
輝（
柏

台
）▽
小
学
４
年　

❶
中
軽
米
拓
人（
寄

木
）❷
工
藤
琉
翔（
田
山
）❸
藤
田
遥
翔（
松

野
）▽
小
学
５
年　
❶
渡
辺
悠
飛（
寄
木
）

❷
和
井
内
飛
沫（
田
山
）❸
北
口
遼（
安
代
）

▽
小
学
６
年　
❶
齊
藤
廉（
田
山
）❷
渡
辺

帆
天（
寄
木
）❸
北
舘
遥
希（
安
代
）▽
中
学

２
部　
❶
齊
藤
拓
真（
安
代
）❷
齊
藤
聡
真

（
安
代
） 

❸
羽
澤
琢
人（
安
代
）

◇
距
離
▽
小
学
１
年
１
㌔　

❶
安
保
和

（
田
山
）❷
杉
本
悠
永（
田
山
）❸
山
本
煌
矢

（
田
山
）▽
小
学
２
年
１
㌔　
❶
佐
藤
純
也

（
田
山
）❷
佐
藤
智
也（
田
山
）❸
立
花
蒼
太

郎（
安
代
）▽
小
学
３
年
２
㌔　
❶
齊
藤
巧

輝（
田
山
）❷
立
花
琉
聖（
安
代
）❸
小
山
田

飛
琶（
安
代
）▽
小
学
４
年
２
㌔　
❶
三
浦

翔
琉（
田
山
）❷
松
葉
友
吾（
安
代
）❸
八
幡

昴
星（
田
山
）▽
小
学
５
年
２
・
５
㌔　
❶

岩
渕
泳
人（
柏
台
）❷
村
瀬
晃
志（
柏
台
） 

❸
川
又
守
生（
田
山
）▽
小
学
６
年
２
・
５

㌔　
安
保
翔（
田
山
）❷
工
藤
尚
紀（
安
代
）

❸
平
船
知
駿（
安
代
）▽
中
学
１
部
５
㌔　

❶
佐
々
木
大
雅（
松
尾
）❷
成
田
健
太（
安

代
）❸
安
保
大
空（
松
尾
）▽
中
学
２
部

２
・
５
㌔　
❶
畠
山
夢
叶（
安
代
）❷
齋
藤

大
貴（
安
代
）❸
橋
本
剛
士（
安
代
）

◇
ジ
ャ
ン
プ
▽
小
学
校
低
学
年　
❶
工
藤

琉
翔
❷
和
井
内
海
凪（
田
山
）❸
山
本
宇
宙

（
田
山
）▽
小
学
校
高
学
年　
❶
吉
田
翔
愛

（
田
山
）❷
齊
藤
廉
❸
和
井
内
飛
沫

【
女
子
】◇
大
回
転
▽
小
学
２
年　
❶
八
幡

紀
穂（
田
山
）❷
本
宮
志
乃（
安
代
）❸
八
幡

美
玲（
田
山
）▽
小
学
３
年　
❶
藤
田
梨
愛

（
松
野
）❷
齋
藤
花
恋（
安
代
）❸
三
浦
悠
里

（
田
山
）▽
小
学
４
年　

❶
阿
部
美
莉
亜

（
柏
台
）❷
畑
愛
莉（
柏
台
）❸
村
上
彩
央
菜

（
安
代
）▽
小
学
５
年　
❶
安
保
瑞
希（
柏

台
）❷
畠
山
若
葉（
安
代
）❸
木
元
葵（
田

山
）▽
小
学
６
年　
❶
工
藤
瑞
歩（
安
代
）

❷
八
幡
優
那（
田
山
）❸
佐
々
木
萌（
安
代
）

▽
中
学
１
部　
❶
畠
山
一
葉（
安
代
）▽
中

学
２
部　
❶
北
口
舞
奈（
安
代
）❷
大
里
梨

央（
安
代
）❸
佐
藤
七
花（
安
代
）

◇
距
離
▽
小
学
１
年
１
㌔　
❶
小
山
田
凛

音（
安
代
）❷
畠
山
結
衣（
安
代
）❸
佐
藤
心

花（
安
代
）▽
小
学
２
年
１
㌔　
❶
川
又
倫

（
田
山
）❷
岩
渕
七
海（
柏
台
）❸
立
花
里
奈

（
安
代
）▽
小
学
３
年
２
㌔　
❶
関
香
里
奈

（
田
山
）❷
小
山
田
凛
花（
安
代
）❸
佐
藤

美
々
香（
田
山
）▽
小
学
４
年
２
㌔　
❶
吉

田
悠
愛（
田
山
）❷
畠
山
夢
菜（
安
代
）❸

佐
々
木
遥
生（
安
代
）▽
小
学
５
年
２
・
５

㌔　
❶
安
保
み
な
み（
田
山
）❷
齊
藤
り
ん

（
田
山
）❸
熊
谷
理
愛（
柏
台
）▽
小
学
６
年

２
・
５
㌔　
❶
佐
々
木
莉
良（
柏
台
）❷
種

市
ら
ん（
安
代
）❸
金
澤
愛
理（
田
山
）▽
中

学
１
部
５
㌔　
❶
久
世
実
子（
松
尾
）▽
中

学
２
部
２
・
５
㌔　
❶
山
本
鈴
華（
安
代
）

❷
伊
藤
瑠
那（
安
代
）❸
立
花
未
鈴（
安
代
）

◇
ジ
ャ
ン
プ
▽
小
学
校
低
学
年　
❶
齋
藤

花
恋
❷
遠
藤
一
花（
安
代
）❸
八
幡
紀
穂
▽
小

学
校
高
学
年　
❶
木
元
葵
❷
八
幡
優
那

【
混
合
】◇
距
離
▽
４×

１
㌔
リ
レ
ー　
❶

田
山
小
Ａ（
川
又
守
生
、
齊
藤
り
ん
、
安
保

み
な
み
、 

安
保
翔
）❷
柏
台
小
Ｓ（
村
瀬
晃

志
、
安
保
瑞
希
、
佐
々
木
莉
良
、
岩
渕
泳

人
）❸
安
代
小
Ａ（
工
藤
尚
紀
、 

平
船
知

駿
、 

畠
山
夢
菜
、
種
市
ら
ん
）

◎
第
39
回
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ス
キ
ー
大

会（
２
月
５
・
11
日
、
田
山
ス
キ
ー
場
ほ

か
）

【
男
子
】◇
大
回
転
▽
小
学
生　
❶
齊
藤
廉

（
田
山
）❷
北
舘
遥
希（
安
代
）❸
中
軽
米 

拓
人（
松
尾
Jr
）

◇
距
離
▽
小
学
生　
❶
安
保
翔（
田
山
） 

▽
中
学
生　

❷
安
保
瑠
粋（
安
代
中
ス

キ
ー
）❸
成
田
健
太（
安
代
中
ス
キ
ー
）

◇
ジ
ャ
ン
プ
▽
小
学
生　

❶
工
藤
琉
翔

（
田
山
）❷
吉
田
翔
愛（
田
山
）
❸
和
井
内　

海
凪（
田
山
）

【
女
子
】◇
大
回
転
▽
小
学
生　
❶
八
幡
優

那（
田
山
）❷
佐
々
木
萌（
安
代
）

▽
中
学
生　

❶
畠
山
一
葉（
安
代
中
ス

キ
ー
）

◇
距
離
▽
小
学
生　
❶
齊
藤
り
ん（
田
山
）　

◇
ジ
ャ
ン
プ
▽
小
学
生　
❶
木
元
葵（
田

山
）

◎
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー
Ｗ
杯
複
合
男
子

個
人
第
１８
戦（
２
月
10
日
、
北
海
道
札
幌

市
）

▽
成
績　
❻
永
井
秀
昭（
岐
阜
日
野
自
動

車
、
田
山
中
卒
）

◎
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー
Ｗ
杯
複
合
男
子

個
人
第
１9
戦（
２
月
11
日
、
北
海
道
札
幌

市
）

▽
成
績　
❾
永
井
秀
昭

◎
第
７2
回
国
民
体
育
大
会
ス
キ
ー
競
技
会

（
２
月
15
日
～
17
日
、
長
野
県
白
馬
村
）

【
男
子
】◇
大
回
転
▽
成
年
Ｂ　
❽
小
船
勝

巳（
荒
沢
運
送
、
安
代
中
卒
）

◇
ジ
ャ
ン
プ
▽
成
年
Ｂ　

❶
永
井
健
弘

（
盛
岡
市
役
所
、
田
山
中
卒
）

◇
複
合
▽
成
年
Ｂ　
❷
永
井
健
弘
❸
永
井

陽
一（
安
代
中
教
、
田
山
中
卒
）❻
畠
山
長

太（
八
幡
平
市
産
業
振
興
、
安
代
中
卒
）　

▽
少
年　
❻
小
林
龍
尚

【
女
子
】◇
距
離
▽
成
年
A　
❶
土
屋
正
恵

（
日
大
２
年
、
安
代
中
卒
）

◇
４×

５
㌔
リ
レ
ー　
❼
岩
手（
森
冬
姫

子
、
土
屋
正
恵
ほ
か
）

◎
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー
Ｔ
Ｖ
ｈ
杯
ジ
ャ

ン
プ
大
会（
２
月
18
日
、
北
海
道
札
幌
市
）

【
男
子
】　
❻
小
林
潤
志
郎（
雪
印
メ
グ
ミ

ル
ク
、
松
尾
中
卒
）

ス
キ
ー
大
会
成
績

（
敬
称
略
、
●
内
の
数
字
は
順
位
）

安
代
地
区
コ
ミ
バ
ス
の

運
休
日
が
変
わ
り
ま
す

　市は、右表に示す市営住宅への入居者を次のと
おり募集しています。
　募集期間中に必要書類を建設課に提出し、審査
を受けてください。
　入居者は、住居に困っている度合いの高い人を
優先し、順位を定めるのが難しい場合は、抽選で
決定します。
■募集期間　３月９日㈭から２２日㈬まで
■申込書の配布場所　建設課、西根・安代両総合
支所
■問い合わせ先　建設課建築係（☎・内線１30８）

※敷金は、入居時家賃の３カ月分です。
※市営住宅では、近隣や他者への迷惑となる恐れがある
ことから、動物（ペット）の飼育は認めていません。
※申込者または現に同居する、もしくは同居しようとす
る親族が、暴力団員による不当な行為の防止等に関する
法律（平成３年法律第７７号）第２条第６号に規定する暴力
団員ではないこと。

　
安
代
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

荒
沢
路
線
・
田
山
路
線
の
運
休
日

が
、４
月
１
日
か
ら
変
わ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
安
代
診
療
所
の
土
曜

日
診
療
が
４
月
か
ら
な
く
な
る
こ

と
に
合
わ
せ
変
更
す
る
も
の
で
す

（
関
連
記
事
１４
㌻
）。

　
利
用
す
る
際
は
、
お
間
違
え
の

な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
変
更
後
の
運
休
日

　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
お
よ
び
８

月
１４
日
か
ら
１６
日
ま
で
、
１２
月
２９

日
か
ら
１
月
３
日
ま
で

※
荒
沢
路
線
は
、
土
・
日
曜
日
、

祝
日
で
あ
っ
て
も
、
８
月
１４
日
を

除
く
毎
月
４
日
、
１４
日
、
２４
日
に

運
行
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
地
域
振
興
課
地
域
振
興
係（
☎・

内
線
１
２
５
７
）
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３月20日〜４月23日

月 Monday 火 Tuesday 水Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday 日 Sunday

休日救急当番医（昼休み時間を除く）
当 番 日 病 院 名 電 話 番 号

３月2０日（月・祝）
（市　内） 八幡平こどもクリニック ７5-2６32
（鹿角市） 長橋医院 ０１８６-23-７６１2

３月2６日㈰
（市　内） 東八幡平病院 ７８-25１１
（鹿角市） かづの厚生病院 ０１８６-23-2１１１

４月２日㈰
（市　内） 西根病院 ７６-3１１１
（鹿角市） 大里医院 ０１８６-22-１25１

４月９日㈰
（市　内） 東八幡平病院 ７８-25１１
（鹿角市） かづの厚生病院 ０１８６-23-2１１１

４月１６日㈰
（市　内） 吉田内科呼吸器科医院 ７０-１１００
（鹿角市） 本田医院 ０１８６-35-3００2

４月23日㈰
（市　内） 西根病院 ７６-3１１１
（鹿角市） かづの厚生病院 ０１８６-23-2１１１

各種相談　※相談名欄に（要予約）と記載のある相談は、事前予約が必要

相 談 名 日 時 場 所 担当（予約先）
盛岡消費生活センター
出前相談会（要予約）

４月１１日㈫
１3：００～１６：００ 市役所本庁舎 市民課

（☎・内線１０６６ ）

年金相談（要予約） ４月１3日㈭
１０：００～１5：3０ 市役所本庁舎 盛岡年金事務所

（☎０１9-６23-６2１１）

人権相談 ４月１０日㈪
9：００～１2：００

市役所本庁舎、西根地区市
民センター、若者センター

市民課
（☎・内線１０６2 ）

定例行政相談
9:3０~１2:００

３月2１日㈫
４月１７日㈪ 市役所本庁舎 地域振興課

（☎・内線１25１ ）
３月2０日（月・祝）
４月2０日㈭ 西根地区市民センター 西根総合支所

（☎・内線2００2 ）

４月2０日㈭ 安代総合支所 安代総合支所
（☎・内線3１2１ ）

くらしとお金の安心
相談会（要予約）

４月2１日㈮
１０：００～１5：００ 安代若者センター 市民課

（☎・内線１０６６ ）

小児救急入院受入当番病院
病 院 名 電 話 番 号 当 番 日
岩手県立中央病院（中央） ０１9-６53-１１5１

カレンダー内の
日付右側に毎日
掲載しています

岩手医科大学付属病院（医大） ０１9-６5１-5１１１
盛岡赤十字病院（日赤） ０１9-６3７-3１１１
もりおかこども病院（こども） ０１9-６６2-5６5６
川久保病院（川久保） ０１9-６35-１3０5

【内科、小児科】
盛岡市夜間急患診療所
（盛岡市神明町3－29、盛岡市保健所）

０１9-６5４-１０８０ 全日
１9：００～ 23：００

◆平日・土曜日の夜間の小児救急受診先
１9：００～ 23：００→盛岡市夜間急患診療所
上記の時間以外→小児救急入院受入当
番病院

◆日曜日・祝日の小児救急受診先
 9：００～ １７：００→休日救急当番医
１9：００～ 23：００→盛岡市夜間急患診療所
上記の時間以外→小児救急入院受入当
番病院

岩手医大・県立中央病院の出張診療日
病 院 名 診 療 科 目 診 療 日 時

西 根 病 院（☎７６-3１１１）

呼　吸　器 第３月曜日　　　14：00～
血　　　液 第３水曜日　　　１４：００～
神　　　経 第３木曜日　　　１４：００～
糖　尿　病 毎週火曜日　　　午前中
循　環　器 第２・４水曜日　１０：００～

安代診療所（☎７2-3１１5） 外　　　科 毎週木曜日　　　午前中
※ 　西根病院の出張診療は、内科で初診を受け、医師が必要と判断した場合、
次回から予約受診になります。診療日は変更する場合があります。電話で事前
確認願います。

※コミセンは、コミュニティセンターの略称です。

毎
週
金
曜
日
午
後
１
時
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ら
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巻
３
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報
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信
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ぐ
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オ
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す
。

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（川久保）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

■春分の日
■市役所閉庁日
■博物館＝▶講演「信仰と芸
能の発信者　山と里に生きる
山伏」　14：00～15：00▶トピッ
ク展「私たちの郷土芸能展」　
9：00～16：30　※31日まで

■図書館休館日
■博物館休館日
■松尾コミセン＝室内ペタン
ク大会　8：40～13：00
■五日市コミセン＝健康教室　
10：00～14：30

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■健康福祉課＝乳幼児健康相
談離乳食講習【受付】　9：30～
9：50（市役所多目的ホール棟）
■松尾コミセン＝移動図書　
12：30～15：05（ 松 尾 地 区 内 ）　 
※返却のみ

■健康福祉課＝献血　9：30～
11：00（西根総合支所）・12：00
～13：00（サラダファーム）・
15：00～16：30（安代総合支所）
■松尾コミセン＝移動図書　
13：00～15：15（ 松 尾 地 区 内 ）　 
※返却のみ

■健康福祉課＝親子教室【受
付】　9：40～9：55（市役所多目
的ホール棟）

■議会事務局＝市議会３月
定例会・休会（予定）

■議会事務局＝市議会３月
定例会・委員長報告、議案審
議、発議案（予定）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（医　大）

■博物館休館日
■大更コミセン＝子育て支援
講座「親子でふれあい体操教
室」　10：00～11：00

■図書館休館日 ■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）

■安代漆工技術研究センター
＝研修生修了制作展　10：00～
17：00（安代総合支所）

■安代漆工技術研究センター
＝研修生修了制作展　10：00～
17：00（市役所多目的ホール
棟）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（川久保）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（医　大）

■図書館休館日
■博物館休館日

■図書館休館日 ■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■寺田コミセン＝健康体操教
室①　13：30～15：00

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（川久保）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

■博物館休館日
■図書館＝あみぐるみ教室　
10：00～15：00

■図書館休館日
■健康福祉課＝乳児健診【受
付】　13：00～13：15（市役所
多目的ホール棟）
■寺田コミセン＝柔道教室
開講式　18：30～21：00（寺田
柔剣道場）

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■健康福祉課＝３歳児健診

【受付】　13：00～13：30（市役
所多目的ホール棟）

■広報はちまんたい発行日

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（川久保）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

■博物館休館日
■図書館＝近代日本史を学
ぶ会　13：30～15：00

■図書館休館日
■健康福祉課＝１歳児健診

【受付】　13：00～13：15（市役
所多目的ホール棟）

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■健康福祉課＝１歳６カ月
児健診【受付】　13：00～13：30

（市役所多目的ホール棟）
■寺田コミセン＝健康体操
教室②　13：30～15：00

■図書館＝本のクリニック　
10：00～15：00

小児救急病院
（こども）

小児救急病院
（中　央）

■市役所閉庁日
■図書館＝おはなしのじかん　
14：30～15：00

■休日臨時開庁　8：30~17：15
（市役所市民課、税務課）※マイ
ナンバーカードの交付受付時
間は 9：00~16：00

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■休日臨時開庁　8：30~17：15
（市役所市民課、税務課）※マイ
ナンバーカードの交付受付時
間は 9：00~16：00
■図書館＝新刊子どもの本を
読む会　10：00～11：30
■安代漆工技術研究センター
＝研修生修了制作展　10：00～
17：00（市役所多目的ホール棟）

■市役所閉庁日

小児救急病院
（こども）

小児救急病院
（医　大）

■市役所閉庁日
■図書館＝おはなしのじかん　
14：30～15：00

■市役所閉庁日
■ 図 書 館 ＝T o m ＆T a m 
Story Time　11：00～11：30

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

■市役所閉庁日
■商工観光課＝八幡平アス
ピーテライン開通式　9：40開
始（緑ヶ丘ゲート）
■ 図 書 館 ＝ 八 幡 平 短 歌 会　
13：00～15：30

■市役所閉庁日

小児救急病院
（こども）

小児救急病院
（日　赤）

■市役所閉庁日
■商工観光課＝八幡平樹海ラ
イン開通式　9：45開始（松川
ゲート）
■図書館＝おはなしのじかん　
14：30～15：00

■市役所閉庁日
■市民課＝八幡平市クリー
ン作戦
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【広　告】 この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

30年度から採用予定の 
市職員（看護師）を募集

　市は、平成30年度採用予定の市
職員（看護師）採用試験を行います。
■採用予定人数　若干名
■受験資格　看護師免許を有し
（平成30年３月末までに取得見込み
を含む）、昭和６２年４月２日以降に
生まれた人
■試験日　５月２５日㈭
■試験会場　西根病院
■申込期限　４月２８日㈮
■申込方法　市役所総務課、西
根・安代両総合支所に備え付けの
受験申込書に必要事項を記入し、
持参または郵送で提出してくださ
い。※「受験案内」や「受験申込書」
は、市ホームページからダウン
ロードすることもできます。
■問い合わせ先　市役所総務課
（☎・内線１２3１）

安代診療所の土曜日 
診療がなくなります

　安代診療所では、４月から土曜
日の診療がなくなります。
■問い合わせ先　同診療所医科
（☎７２-3１１５）

ふれあい看護体験に 
参加してみませんか

　公益社団法人岩手県看護協会
では、５月７日㈰から １3日㈯ま
での看護週間に「ふれあい看護体
験」を実施します。
■対象者　一般社会人
■実施施設　病院、訪問看護ス
テーション、市町村保健センター、
介護福祉施設など
■申し込み方法　同協会ナースセ
ンター事業部へ直接電話で申し込
みしてください。
■申込期限　３月２８日㈫
■問い合わせ先　同協会ナースセ
ンター事業部（☎0１９-６６3-５２0６）

稲庭田子風力発電事業の 
住民説明会を開催します

　㈱グリーンパワーインベストメ
ント（東京）では、同社が計画して
いる稲庭田子風力発電事業の環境
影響評価の結果を取りまとめた「環
境影響評価準備書」を縦覧し、環境
保全についての意見を募集します。
　また、事業および準備書の内容
についての説明会を開催します。
■縦覧期間　３月２２日㈬から４月
２１日㈮まで　
■縦覧場所　市役所企画財政課、
安代総合支所および田山支所　
※電子縦覧（http://www.green
power.co.jp/）も可能です。
■意見書の受付期限　５月８日㈪　
※意見書および投函箱は、縦覧場
所に設置しています。また、同社
への郵送（〒１0７-00５２　東京都港
区赤坂一丁目１１-４４赤坂インター
シティ３階）も受け付けします。
■説明会の日時および場所　４月
１１日㈫午後６時半から８時まで／
荒屋コミュニティセンター
■問い合わせ先　同社・堀（☎
03-４５１0-２１33）

放射線などの測定結果について

　西根・安代地区学校給食セン
ターでは、調理した給食の放射性
物質を測定しています。
　【西根】２月８日、２２日【安代】２
月２日、１７日測定で、放射性物質は
検出されませんでした。内容は、市
ホームページで公開しています。
■問い合わせ先　西根地区学校給
食センター（☎７0-１１１７）

市の登記事務を担当する 
非常勤職員を募集します

　市は、登記事務の非常勤職員を
募集します。
■応募資格　普通自動車免許を有
し、パソコン（エクセル・ワード）
の操作ができる人
■雇用期間　４月１日㈯から平成
30年３月3１日㈯まで
■報酬　月額 １3８,９00円（実務経
験なし）、１５１,５00円（実務経験あ
り）　※通勤手当の支給あり
■応募方法　市役所建設課、西
根・安代両総合支所に備え付けの
応募書類に必要事項を記入し、持
参または郵送で提出してください。
■申込期限　３月２１日㈫
■問い合わせ先　市役所建設課管
理係（☎・内線１２９７）

家畜飼育者は飼養状況を 
忘れずに定期報告しよう

　家畜を飼育している人には、毎
年飼養状況の報告が義務付けられ
ています。２９年分の報告書を忘れ
ずに提出ください。
　なお、愛玩で家畜を飼っている
人にも報告義務があります。

■報告内容　家畜保健衛生所な
どから送付された様式に、２９年２
月１日現在の飼養状況を記入
■提出先　次のいずれかの方法
で提出してください。▶県中央家
畜保健衛生所に郵送（〒0２0-0６0５　
岩手県滝沢市砂込3９0-５）、持参
またはファクス（0１９-６８８-４0１２）
▶市役所農林課畜産係または農協
の畜産担当窓口に持参
■問い合わせ先　県中央家畜保健
衛生所（☎0１９-６８８-４１１１）

■家畜の種類と報告期限
家畜の種類 報告期限

牛、鹿、めん羊、山羊、
豚、イノシシ、馬 ４月15日㈯

鶏、アヒル、ウズラ、キ
ジ、ダチョウ、ほろほろ
鳥、七面鳥

６月15日㈭

オリンピックフラッグ 
各地を巡り八幡平市へ

　市は、東京２0２0オリンピックフ
ラッグ・パラリンピックフラッグ
を市役所多目的ホール棟に展示し
ます。
■日時　３月１3日㈪から１９日㈰
までの午前９時から午後５時まで
■問い合わせ先　市役所スポーツ
推進課（☎・内線１１４１）

アルコールや薬物依存の 
家族対象に学集会を開催

　県精神保健福祉センターでは、
アルコールや薬物依存症のご家族
を対象に、学習会を開催します。
■開催日　 ▶アルコール依存（全
て木曜日）４月１3日、５月１８日、
６月８日、７月１3日、８月１0日、
９月１４日　※申込期限は４月１0
日㈪　 ▶薬物依存（全て木曜日）
４月２７日、５月２５日、６月２２日、
７月２７日、 ８月２４日、 ９月２８日　
※申込期限は各回の前日
■時間　午後１時半から３時半
まで
■場所　県福祉総合相談センター
（盛岡市本町通3-１９-１）
■問い合わせ先　県精神保健福祉
センター（☎0１９-６２９-９６１７）

緑化推進の要望を 
受け付けています

　県緑化推進委員会八幡平支部で
は、平成２９年度緑化推進事業（苗
木配布など）の要望を受け付けて
います。自治会や地区で、植樹な
どを計画している場合は申し込み
してください。
■申込期限　３月3１日㈮
■問い合わせ先　市役所農林課林
業係（☎・内線１33９）

NPO法人の設立認証や 
事業報告の受付窓口変更

　ＮＰＯ法人を設立するための申
請やＮＰＯ法人が毎年行う事業報
告などの届出について、４月１日
から受付窓口が変更となります。
■受付窓口　▶市地域振興課（市内
にのみ事務所を有する団体やＮＰ
Ｏ法人）▶県盛岡広域振興局経営企
画部企画推進課（他市町村にも事務
所を有する団体やＮＰＯ法人）
■問い合わせ先　市役所地域振興
課地域振興係（☎・内線１２５６）

平和と国の安全守る 
自衛官を募集します

　防衛省では、自衛官（幹部候補
生）を募集します。
■受験資格　▶一般・技術（２0歳
以上２６歳未満）▶歯科（２0歳以上
30歳未満）▶薬剤科（２0歳以上２８
歳未満）
■受付期限　５月５日(金・祝）
■試験日　５月１3日㈯・１４日㈰
※１４日は飛行要員希望者のみ
■問い合わせ先　自衛隊岩手地方
協力本部盛岡募集案内所（☎0１９-
６４１-５１９１）

認知症の相談支援行う 
地域支援推進員を募集

　市は、認知症に関わる相談支援
などを行う認知症地域支援推進員
（非常勤職員）１人を募集します。
■応募資格　医師、保健師、看護
師、作業療法士、歯科衛生士、精
神保健福祉士、社会福祉士、介護
福祉士などで、普通自動車免許を
有している人
■雇用期間　４月１日㈯から平成
30年３月3１日㈯まで
■報酬　月額 １４3，７00円　※通勤
手当の支給あり
■応募方法　市役所健康福祉課、西
根・安代両総合支所に備え付けの
応募書類に必要事項を記入し、持参
または郵送で提出してください。
■申込期限　３月２４日㈮
■問い合わせ先　市役所健康福
祉課包括支援センター係（☎・内
線１0９２）

　広報はちまんたい２月９日号
（№ ２６0）の９㌻『学童保育クラブ』の記
事で⑥平笠学童保育クラブの問い合わ
せ先を「NPO法人七時雨いきいき
ネットワーク（☎ ７７-２７５0）」と記述し
ましたが、正しくは「NPO法人あそ
ぼっこ（☎ ６８-７６７７）」でした。
　おわびして訂正します。

おわびと訂正
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子育てＮＥＷＳ
地域福祉課児童福祉係 ☎・内線1102

健康福祉課健康推進係 ☎・内線1087
保健のひろば

結
核
は
過
去
で
は
な
く「
現
代
の
病
気
」

　一時保育とは、市内保育所（園）に入所していない児
童でも、保護者の冠婚葬祭や疾病、災害などで保育が困
難なときや、保護者の育児に伴う負担を軽減するため
に、市内の保育所で一時的に児童を保育するものです。
■対象児童　公立保育所は２歳児から。私立保育所は
施設によって異なります。
■時間　公立保育所は午前８時半から午後４時半ま
で。私立保育所は施設によって異なります。
■利用料　公立保育所については右下の表のとおり。
私立保育所は、施設によって異なります。料金をご確
認の上、児童を預ける時にお支払ください。また、利
用料以外に実費が必要な場合もあります。
■申請方法　保育所へ直接申し込みください。
※持ち物などについては、保育所にご確認ください。
※利用人数や行事によっては、利用を制限することが
ありますので、ご了承ください。

■一時保育を実施している市内施設
区分 施設名 児童の年齢 電話番号

公立

寺田保育所

２歳児から

７７-232８
松野保育所 ７４-2７１5
寄木保育所 ７６-2０2０
柏台保育所 ７８-2００2
田山保育所 ７3-2１55

私立

東慈寺保育園 １歳児から ７６-323６
森の子保育園 ０歳児から ７０-１８８０
杉の子保育園 ３歳児から ７６-33４5
平舘保育園 ０歳児から ７４-2０25
大更保育園 １歳児から ７６-352６
あしろ保育園 ０歳児から ７2-2４3１
畑保育園 ０歳児から ７2-55１１

■一時保育の利用料（公立保育所、日額）
現住所 ２歳児 ３歳児 ４・５歳児
市　内 2,０００円 １,5００円 １,０００円
市　外 ４,０００円 3,０００円

※年齢は４月１日現在の年齢です。公立保育所の利
用料は、利用後に納付書を郵送しますので、指定
の金融機関でお支払いください。

　保育所に入所していない児童でも

一時的にお預かりします

■交通事故発生件数など　（　）は前年同月の数

No.138

広報クイズ
３月９日号の問題

新駅舎建設に伴い解体
される大更駅舎は、開
業から何年で幕を引い
たでしょう？

　正解者の中から抽選で３人に500円分の図書カードをお贈りします。
◎ 応募方法　はがき、ＦＡＸ、メールに「答え、住所、氏名（ふりがな）、

年齢」を書いて応募してください。答えのほかに、広報の感想や意見な
どを必ず書き添えてください。紙面づくりの参考にいたします。

◎ 応募先　八幡平市役所「広報クイズ係」　
☆はがき〒028-7397（住所不要）　☆ＦＡＸ：74-2102
☆メール：kizai@city.hachimantai.lg.jp（タイトルに「広報クイズ」と入
力、右上のＱＲコードを読み込むことで、宛て先の入力を省略できます）
◎応募期限　３月27日㈪消印有効
◎第137回の正解　貴まる　▶応募者13人　▶正解者13人
▶当選者　佐々木春枝さん（西根寺田）、伊藤美麗さん（帷子）、大森リツさん（叺田）

（１月届け出分）

※掲載は届け出順で、届け出人が希望した場合だけ載せています（敬称略）。

◎男の子
菊池　朝

あ さ ひ

陽（克利・晃子／松川）
中田　春

は る き

希（祐摩・理恵／両沼）
伊藤　蒼

あ お と

飛（公紀・美緒／南寄木）
◎女の子
松澤　紬

つ む ぎ

生（厳・緑／駅前）
中川原　結

ゆ い

衣（壮一・友紀子／荒屋新町）
遠藤　礼

れ い

唯（佑輔・由果里／五百森）
大森　望

の の か

叶（涼太・喜美／雇用促進（西根））
遠藤　結

ゆ い か

衣香（裕司・志帆子／両沼）
田中　里

り な

奈（勝蔵・由美子／荒屋）
工藤　芽

め い な

南（孝一・潤／野口）

お幸せに 　
　湊　崇文　　　／山田町
　三浦　成美　　／両沼
　福士　一稀　　／南平笠
　工藤　麻愛　　／南平笠
　畠山　航輔　　／中松尾
　古川　和　　　／盛岡市
　田中　慎二　　／松川
　兼平　杏美　　／二戸市
　遠藤　一幸　　／北村
　齊藤　洋子　　／仲町

　
福士　サダ　　　８６歳　南平笠
田村　京子　　　７3歳　笹目
工藤　嘉八　　　７９歳　北村
遠藤　フヂエ　　８0歳　金沢
松尾　光悦　　　６７歳　時森
髙橋　勝五郎　　９６歳　中沢
藤原　松左エ門　８１歳　間羽松
髙橋　タヨ　　　１0１歳　北寄木
小野寺　ナツエ　８８歳　中村
伊藤　清孝　　　９0歳　帷子
吉田　テイ　　　８3歳　南平笠
藤村　ミサ　　　９９歳　畑２区
伊藤　テル　　　　　９0歳　上町
松村　キツ　　　９3歳　中関
伊藤　光雄　　　８７歳　帷子
佐々木　サツエ　９１歳　山崎
田鎻　ヤヱ　　　９４歳　五日市２区
髙橋　サクラ　　９５歳　下平笠
田村　ミツヱ　　９４歳　東
中軽米　拳汰　　１５歳　柏台三丁目
佐々木　ヨシエ　９４歳　山崎
松浦　トメ　　　９２歳　堀切
藤村　日出雄　　７９歳　畑１区
髙橋　與十郎　　８８歳　寄木新田
八角　正男　　　８3歳　山崎

佐々木　美代枝　８3歳　土沢
山本　源治郎　　８６歳　舘市
津志田　万一郎　８７歳　川原目
中村　ヨリ　　　８６歳　荒木田
髙橋　悟　　　　６0歳　中沢
滝川　エコ　　　８７歳　寺田新田
伊藤　昭二郎　　８９歳　舘腰
渡部　利夫　　　９２歳　南寄木
齋藤　與𠮷　　　８２歳　荒屋
小林　義政　　　７3歳　五日市１区
藤川　宏　　　　７3歳　荒屋
藤村　ナツエ　　９3歳　畑１区
日戸　麗子　　　６２歳　大石平
伊藤　トミ　　　９3歳　堀切
畠山　ヤエ子　　８５歳　舘沢
髙橋　正一　　　８１歳　上町
工藤　直美　　　８６歳　五百森
佐々木　アキ子　８3歳　駅前二区
伊藤　ミサヲ　　９７歳　五日市４区
工藤　秀雄　　　７９歳　五百森
工藤　ゆき子　　６４歳　松川
伊藤　岩松　　　８８歳　高宮
髙橋　アキ　　　８９歳　上寄木
安保　ミナ　　　９４歳　寺田
田村　ツル　　　９９歳　駅前一区

健やかに 安らかに

（
（
（
（
（

■人口の動き【１月3１日現在　（　）は前月比】
地　　区 人　　口 世	帯	数
西根地区 16,146（－28） 6,291（－８）
松尾地区 5,886（－16） 2,336（－２）
安代地区 4,595（－８） 1,864（－１）
合　　計 26,627（－52） 10,491（－11）
男　　性 12,812（－26）
女　　性 13,815（－26）

出生 14 死亡 62
転入 32 転出 36

項　　目 １月
人身事故 　　0（３）
物損事故 　　　　30（58）
負 傷 者 　　0（３）
死 者 　　0（0）
飲酒運転 　　１（0）
火 災 　　４（0）
救 急 　　106（110）

　
５0
年
前
ま
で
は
死
亡
原
因
第
１
位

だ
っ
た
結
核
も
、
医
療
や
生
活
水
準

の
向
上
に
よ
り
、
薬
を
飲
め
ば
治
る

時
代
に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
平
成
２７
年
は
年
間
１
万

８
千
人
を
超
え
る
結
核
患
者
が
新
た

に
発
病
し
て
お
り
、
１
９
５
５
人
が

命
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

●
結
核
と
は
？

　
結
核
は
、
結
核
菌
に
よ
っ
て
主
に

肺
に
炎
症
が
起
こ
る
病
気
で
す
。
タ

ン
に
結
核
菌
が
存
在
す
る
患
者
が
咳

や
く
し
ゃ
み
を
し
て
、
空
気
中
に
菌

が
飛
び
散
り
ま
す
。
そ
れ
を
周
り
の

人
が
直
接
吸
い
込
む
こ
と
に
よ
っ
て

空
気
感
染
し
ま
す
。
食
器
な
ど
の
物

を
介
し
て
結
核
が
う
つ
る
こ
と
は
、

決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

●
ど
ん
な
症
状
？

　
結
核
の
初
期
の
症
状
は
、
風
邪
と

似
て
い
ま
す
が
、
咳
、
痰
、
微
熱
な

血
の
混
じ
っ
た
痰
な
ど
が
出
始
め
、

喀か
っ
け
つ血（

血
を
吐
く
こ
と）

や
呼
吸
困

難
に
陥
っ
て
死
に
至
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
２
週
間
以
上
、
咳
や
痰
、
微

熱
が
続
く
と
き
は
、
早
め
に
呼
吸
器

内
科
な
ど
の
医
療
機
関
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。
早
期
発
見
は
本
人
の
重
症

化
を
防
ぐ
た
め
だ
け
で
な
く
、
周
り

の
人
へ
の
感
染
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め

に
も
重
要
で
す
。

●
結
核
の
予
防

　
感
染
予
防
と
し
て
、
❶
睡
眠
時
間

を
十
分
に
と
る
❷
適
度
に
運
動
す
る

❸
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
と
る
❹

タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い
｜
の
４
つ
の
こ

と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
咳

が
出
る
と
き
は
周
り
の
人
に
う
つ
さ

な
い
た
め
に
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
こ

と
も
大
切
で
す（

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト）

。

抵
抗
力
の
弱
い
赤
ち
ゃ
ん
は
、
感
染

す
る
と
重
症
に
な
り
や
す
く
、
命
に

関
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
予
防
す

る
た
め
に
は
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
が
有
効

で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
の
重
症
結
核
を
早

期
に
予
防
す
る
た
め
に
も
、
生
後
５

カ
月
か
ら
８
カ
月
ま
で
の
間
に
接
種

し
て
く
だ
さ
い
。

ど
の
症
状
が
長
く
続
く
の
が

特
徴
で
す
。
ま
た
、
体
重
が

減
る
、
食
欲
が
な
い
、
寝
汗

を
か
く
、
な
ど
の
症
状
も
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
ひ
ど
く
な

る
と
、
だ
る
さ
や
息
切
れ
、
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八
幡
平
市
に
来
て
、
初
め
て

の
冬
を
迎
え
ま
し
た
。
毎
朝
の

雪
か
き
や
、
車
の
運
転
な
ど
大

変
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
雪

景
色
の
街
や
、
大
き
な
つ
ら
ら

を
見
る
と
癒
さ
れ
ま
す
。

　
２
月
４
日
に
東
京
都
内
で
開

催
さ
れ
た「
岩
手
わ
か
す
フ
ェ

ス
」（
同
実
行
委
員
会
主
催
）と

い
う
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま
し

た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
東
京

を
中
心
に
首
都
圏
の
人
々
に
岩

手
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
を
目

的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
、
そ
の

中
で
私
は
、
八
幡
平
市
の
Ｐ
Ｒ

と
市
へ
の
移
住
定
住
促
進
も
兼

ね
、
来
場
者
へ
地
域
お
こ
し
協

力
隊
募
集
説
明
を
し
ま
し
た
。

　
出
展
ブ
ー
ス
で
は
、
山
ぶ
ど

う
原
液
の
試
飲
会
も
行
い
ま
し

た
。
お
客
さ
ん
か
ら「
美
味
し

い
！
」と
好
評
で
、豊
富
な
ポ
リ

地
域

Vol.34

お
こ
し

だ

力
隊

り

協

よ

フ
ェ
ノ
ー
ル
が
特
徴
で
あ
る
こ

と
を
話
す
と
、
女
性
を
中
心
に

多
く
の
人
に
興
味
を
も
っ
て
も

ら
え
ま
し
た
。
食
が
人
を
笑
顔

に
す
る
力
を
改
め
て
感
じ
た
一

方
で
、
都
内
で
購
入
し
た
い
と

い
う
お
客
さ
ん
へ
応
え
る
こ
と

が
難
し
く
、
市
外
へ
の
流
通
販

路
が
ま
だ
開
け
て
い
な
い
こ
と

に
課
題
を
感
じ
ま
し
た
。

　
市
へ
の
移
住
定
住
に
つ
い
て

は
、
私
が
東
京
出
身
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
八
幡
平
市
を
選
ん

だ
理
由
な
ど
、
地
方
移
住
を
考

え
て
い
る
来
場
者
に
興
味
深
く

話
を
聞
い
て
も
ら
え
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
活
動
を
通
し
て
八

幡
平
市
で
見
た
こ
と
感
じ
た
こ

と
な
ど
、
外
へ
発
信
で
き
る
よ

う
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

今月の担当
玉木 陽子 さん

来
場
者
に
自
身
の
活
動
含
め
て

八
幡
平
市
の
魅
力
を
伝
え
ま
し
た

28年度貸し出し回数最多図書は...

よく読まれている人気の本を紹介

一
般

❶ 羊と鋼の森／宮下奈都
❷ 海の見える理髪店／荻原浩

❸ うめ婆行状記／宇江佐真理
君の膵臓をたべたい／住野よる

児
童
書
・
絵
本

❶ バムとケロのさむいあさ／島田ゆか

❷ 異常気象のサバイバル１／ゴムドリCO．
バムとケロのもりのこや／島田ゆか

❸ かいけつゾロリのじごくりょこう／原ゆたか
かいけつゾロリのてんごくとじごく／原ゆたか

【児童書・絵本】１位 【一般】１位 『
羊
と
鋼
の
森
』（
宮

下
奈
都
・
文
藝
春
秋
）

『
バ
ム
と
ケ
ロ
の
さ

む
い
あ
さ
』（
島
田
ゆ

か
・
文
溪
堂
）

２
人
で
日
本
語
と
英
語

を
交
互
に
読
み
上
げ
ま
す

　今年度、市立図書館で多く貸し出された本を、
部門別に３位まで紹介します。　　（書名／著者）

英語と日本語で絵本を楽しもう

■■■　新着図書などの紹介　■■■
書　名 著 者 名

花を呑む あさの　あつこ
向こうがわの蜂 池永　陽
翼がなくても 中山　七里
ネコと昼寝 群　ようこ

Tom&Tam Story Time（トム＆タムストーリータイム）

「私たちの郷土芸能展」開催中

市内に伝わる郷土芸能を紹介

↑曲田先祓い（左）・折壁、日
泥先祓い（右）

岩手山神社山伏神楽→

浅沢神楽野口鹿踊

サークル　　　　・サー
クル

日本空手協会 西根支部

Vol.３

◎支部結成何年目ですか？
　平成１４年に結成。今年１５年目を迎えます。
◎結成のきっかけは？
　結成前は、県北エリアに空手をやるところや学
べるところがありませんでした。市内中心にエリ
ア内で空手を普及させることを目的に始めました。
◎活動内容
　「礼儀作法」「基本動作（突き・蹴り・受け）」「組

市内で活動、活躍する
団体・サークル・チーム
などを紹介

の出場や、昇級・昇段審査会への参加により、実
戦力と個々の技量をさらに高めています。
◎空手、活動の魅力は．．．？
　武道は何でもそうですが、空手も「礼に始まり、
礼に終わる」。「礼」とは形式的なものではなく「相
手を思いやる気持ち」です。稽古でも試合（組手）に
おいてでも、相手がいなければ成り立ちません。
勝負も大事ですが、その中でお互いの健闘をたた
え合い、切磋琢磨する精神を養えるのが空手の魅
力です。稽古を一生懸命行う子どもは、強くなり
自分に自信がつきます。そして、本当に強い子は、
人に対して優しく接せられます。空手を通して会
員同士が人としての成長を図っています。
◎活動日時・場所
毎週火曜（午後７時から９時まで）と土曜（午後４
時から７時まで）・田頭地区体育館
親子、兄弟での家族参加が多く、和気あいあいとし
たチームです。一緒に心身の鍛錬に励みませんか。

メンバー32人（２月2８日現在）
代表者：村上 光雄さん（支部長）＝中村＝

子どもも大人も一緒に稽古を
行います

手」「形」と一連の稽古を子どもから７0代の大人ま
で、会員全員で一斉
に行います。子ども
たち（中学生以下）は
スポーツ少年団とし
ての活動も兼ねてい
ます。また、年間を
通して様々な大会へ

◎トピック展関連講座『信仰と芸能の発信者－山
と里に生きる山伏－』
　郷土芸能の基をたどると、山伏の存在が垣間見
えます。山伏とは、山岳信仰の対象となる山で荒行
し、山が持つ力を得て呪術的宗教活動を行う人の
ことです。郷土芸能と山伏との関わりを、当館学芸
員が解説します。事前に申し込みが必要です。
■開催日　３月２0日（月・祝）
■開催時間　午後２時から
■定員　２0人（定員になり次第締め切ります）

　市博物館では、トピック展『私たちの郷土芸能
展』を開催中です。
　トピック展では、市指定無形民俗文化財の郷土
芸能を衣装の展示や写真、解説パネル、映像で紹
介しています。
■開催期間　３月3１日㈮まで

交互に読み上げ、
英語が分からなく
ても楽しめるよう
工夫しています。
■日時　毎月第２
日曜日午前１１時か
ら１１時半まで

　市立図書館では、２月１２日から英語の絵本の読
み聞かせ会を始めました。職員が日本語と英語を
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　はちまんたいHAPPYカップリングで成婚

伊藤さん夫妻 お幸せに

笑顔を見せながら記念品の贈呈を受
ける伊藤重朗さん（中央）と良江さん

◆
支
援
者　
八
幡
平
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
同
好
会（
表
記
は
通
帳
記
帳
の
と
お
り
）

▽
１
万
７
３
８
９
円　
東
日
本
大
震
災
義
援
金

▽
１
万
３
２
９
３
円　
岩
手
県
台
風
１0
号
大
雨
等
災
害
義
援
金

義
援
金

　
こ
の
ほ
ど
、
故
・
工
藤
嘉
八
さ
ん（
享
年

７９
）＝
北
村
＝
が
、
死
亡
叙
勲（
瑞
宝
双
光

章
、
教
育
功
労
）を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
工
藤
さ
ん
は
、昭
和
3５
年
４
月
に
教
諭
と

な
り
、大
更
小
学
校
や
西
根
中
学
校
の
校
長

を
歴
任
。平
成
１0
年
３
月
ま
で
市
の
教
育
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。平
成
１3
年
４
月
か
ら
は

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
長
を
務
め
、平
成
２3

年
３
月
ま
で
子
ど
も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
活

動
に
貢
献
し
、健
全
育
成
の
推
進
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

　
工
藤
さ
ん
の
功
績
に
敬
意
を
表
す
る
と

と
も
に
、心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

死
亡
叙
勲

故
・
工
藤
嘉
八
さ
ん
に
瑞
宝
双
光
章

　
水
と
緑
を
守
り
育
て
る

活
動
知
事
感
謝
状
の
贈
呈

式
が
１
月
２８
日
、
盛
岡
市

の
い
わ
て
県
民
情
報
交
流

セ
ン
タ
ー（
ア
イ
ー
ナ
）で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
感
謝
状
を
受
け
取
っ
た

岩
手
県
米
代
川
漁
業
共
同

組
合（
会
員
数
５0
人
）の
理

田村正彦市長（左）に受賞を報告す
る三浦松男さん

安比塗企業組合の皆さん。（写真左から）工藤理沙代表理
事、豊原智美さん、藤森由美子さん、岸田奈津希さん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

（
２
月
2８
日
ま
で
の
受
け
付
け
分
、敬
称
略
）

岩
手
県
米
代
川
漁
業
共
同
組
合
が

環
境
保
全
活
動
で
感
謝
状
を
受
賞

事
長
、
三
浦
松
男
さ
ん

（
７９
）＝
石
名
坂
＝
は
、

２
月
７
日
に
市
役
所
を

訪
れ
、
田
村
正
彦
市
長

に
受
賞
し
た
こ
と
を
報

告
し
ま
し
た
。

　
同
組
合
は
、
地
域
の

小
学
生
と
協
働
し
た
植

林
活
動
や
稚
魚
放
流
活

動
に
取
り
組
み
、
水
源

涵
養
や
地
域
の
環
境
保

全
意
識
の
高
揚
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

安比塗に取り組む女性職人が
新たに安比塗企業組合を設立

　
安
比
塗
企
業
組
合
創
立
総
会
が
２
月
１

日
、
安
代
総
合
支
所
で
開
催
さ
れ
、
同
組

合
が
発
足
し
ま
し
た
。

　
同
組
合
は
、
安
比
塗
漆
器
工
房
で
漆
器

制
作
に
当
た
っ
て
い
た
漆
器
職
人
な
ど
、

女
性
４
人
で
設
立
。
同
組
合
の
代
表
理
事

に
就
任
し
た
工
藤
理
沙
さ
ん（
3７
）＝
曲
田

横
間
＝
は「
安
比
塗
が
始
ま
っ
て
か
ら
3４

年
。
培
っ
て
き
た
技
術
と
、
職
人
の
努
力

の
お
か
げ
で
安
比
塗
の
信
頼
は
年
々
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
現
状
に
甘
ん
じ
る
こ
と

な
く
安
比
塗
を
広
め
て
い
く
た
め
、
製
品

の
開
発
や
販
売
の
ほ
か
、
新
し
い
挑
戦
を

し
て
い
き
た
い
」と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
出
会
い
成
婚
祝
い
金
の
贈
呈
式
が

１
月
30
日
、
市
役
所
で
行
わ
れ
、
伊

藤
重
朗
さ
ん（
3５
）、良
江
さ
ん（
3１
）

夫
妻
に
２0
万
円
分
の
市
共
通
商
品
券

と
㈱
わ
し
の
尾
か
ら
提
供
さ
れ
た
日

本
酒「
結ゆ

い

の
香か

」が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
伊
藤
さ
ん
夫
妻
は
、
２６
年
１２
月
に

市
の
出
会
い
支
援
イ
ベ
ン
ト「
は
ち

ま
ん
た
い
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
カ
ッ
プ
リ
ン

グ
」が
縁
で
交
際
を
開
始
し
、出
会
っ

た
２
年
後
の
昨
年
１２
月
に
入
籍
。
参

加
し
た
理
由
に
つ
い
て
重
朗
さ
ん
は

「
何
も
し
な
い
で
出
会
い
が
な
い
よ

り
も
参
加
し
た
方
が
良
い
と
思
い
ま

し
た
」と
振
り
返
り
ま
す
。同
イ
ベ
ン

ト
を
通
じ
て
成
婚
５
組
目
と
な
る
伊

藤
さ
ん
夫
妻
、今
後
に
つ
い
て「
笑
顔

が
絶
え
な
い
温
か
い
家
庭
を
つ
く
り

た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

“
世
界
に
一
つ
し
か
な
い
”夢
溢
れ
る
お
話
を
自
作

県
の「
手
づ
く
り
絵
本
展
」に
市
か
ら
２
人
が
入
賞

　

第
3７
回
手
づ
く
り
絵
本
展（
県

読
書
推
進
運
動
協
議
会
・
県
立
図

書
館
主
催
）に
、市
か
ら
の
応
募
作

品
２
点
が
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し

た
。
作
者
の
石
黒
暁
子
さ
ん（
3９
）

と
、
川
村
朝
妃
さ
ん（
平
舘
小
１

年
）が
２
月
１3
日
、
市
役
所
を
訪

れ
、
田
村
正
彦
市
長
に
受
賞
報
告

を
行
い
ま
し
た
。

　
作
品
は
、
市
立
図
書
館
の
イ
ベ

ン
ト「
手
作
り
絵
本
教
室
」で
制

作
。
本
文
・
イ
ラ
ス
ト
は
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
も
の
で
、
製
本
ま
で
全
て

手
作
業
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
の
部
で
入
賞
し
た
石
黒
さ

ん
は「
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
悩
み
な
が

ら
作
っ
た
の
で
、
愛
着
も
ひ
と
し

お
」、
子
ど
も
の
部
で
入
賞
し
た

朝
妃
さ
ん
は「
自
分
の
本
を
作
る

の
が
夢
だ
っ
た
。
友
だ
ち
に
読
ん

で
ほ
し
い
」と
、
喜
び
を
表
し
ま

し
た
。
両
作
品
は
、
６
月
２２
日
㈭

か
ら
２６
日
㈪
ま
で
市
立
図
書
館
で

展
示
さ
れ
、
閲
覧
で
き
ま
す
。

石
黒 

暁あ
き
こ子

さ
ん（
39
）
＝
小
福
田
＝

川
村 

朝あ
さ
ひ妃

さ
ん（
平
舘
小
１
年
）

＝
共
新
＝

読書マラソン表彰式を開催
最高貸し出し冊数は3４４冊

　２８年度読書マラソン表彰式が２月5日、市立図
書館で行われました。当日は、４部門【幼児読み
聞かせ・児童低学年・高学年・大人（中学生以
上）】の上位入賞者１５人が出席。畠山忠館長から賞
状と記念品が贈られました。
　読書マラソンは、昨年７月２0日から１２月２８日

　赤ちゃんの時からお
母さんが読み聞かせを
してくれていました。
小学１年の時から、自
分で本を読むのが好き
になり、読書マラソン
がきっかけで図書館
に通うようになりまし
た。本の登場キャラク
ターに自分がなったまで実施され、参加

人数は５１人。最高貸
し出し冊数を記録し
たのは、児童低学年
の部・工藤咲

さ あ や

絢さ
ん（大更小３年）で、
3４４冊でした。

読
書
マ
ラ
ソ
ン
上
位

入
賞
者
の
皆
さ
ん

らどうなるかなと想像し
ながら読むのが楽しみで
す。今後は、国語と漢字の
勉強をたくさんして、小
説や物語の本を読むこと
に挑戦していきたいです。

2８
年
度
読
書
マ
ラ
ソ
ン
最
高
貸
し

出
し
冊
数
記
録
者（
３
４
４
冊
）

工藤 咲絢さん（大更小３年）
＝駅前一区＝

　
「
小
さ
な
親
切
」運
動
県
本
部（
代

表
・
高
橋
真
裕
岩
手
銀
行
会
長
）か
ら
、

松
野
小
学
校（
高
橋
善
裕
校
長
、児
童
８６

人
）に
同
実
行
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
同
校
の
児
童
た
ち
は
、
東
日
本
大
震

災
の
被
害
を
受
け
た
宮
古
市
田
老
を
訪

問
。
交
流
活
動
に
励
ん
だ
こ
と
が
認
め

ら
れ
、
実
行
章
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
２６
年
度
に
も
沿
岸
被
災
地
住
民
を
市

内
に
招
き
、交
流
会
の
開
催
が
評
価
を
受

け
た
同
校
。今
回
で
２
度
目
の
受
賞
と
な

り
ま
す
。

　
伝
達
式
は
２
月
７
日
、同
校
体
育
館
で

行
わ
れ
、実
行
章
を
受
け
取
っ
た
児
童
会

小さな親切実行章を
受賞した松野小学校
の皆さん

松
野
小
学
校
に
対
し

小
さ
な
親
切
実
行
章

石黒さんの作品「うさことルー
パがっこうへいく」（下写真）
登場人物のモデルは娘の花歩さ
ん（小学２年）。花歩さんの実際
の友だちも登場させ、似せて描
いているところがポイント。

朝妃さんの作品「おかしのく
にへごしょうたい」（上写真）
おばけがたくさん出てくる
ページが見どころ。イラスト
を書くことに一番時間をかけ
た力作です。

長
の
佐
藤
夏
姫

さ
ん（
６
年
）は

「
こ
れ
か
ら
も

親
切
が
で
き
る

よ
う
に
頑
張
り

ま
す
」と
決
意

を
述
べ
ま
し
た
。
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皆さんからの情報をお寄せください。☎・内線1211まで。

日本財団より福祉車両が寄贈され
ました（２月2４日、就労継続支援Ｂ
型事業所ワークサポート蓮華）

紙袋ランタンの明かりを楽しむ住
民たち（２月４日、上関ナイトイン
紙袋ランタンフェスティバル）

雪原犬ぞりレース大会「2０１７マッ
シャーズチャンピオンシップin岩
手山」（１月2８・29日、上坊牧野）

震災復興スポーツ交流会八幡平
CUP硬式テニス大会（２月１2日、ア
リーナまつお）

ヘリ救助など、八捜隊と岩手警察署
が合同で厳冬季訓練を行いました
（２月25・2６日、岩手山）

雪上を走り滑って笑顔
ゆきフェスティバル2017スノー駅伝

「よーい、ドン」の合図で一斉にスタートする参加者

災害に備え意見交流を
大槌＆安代交流会

　大槌＆安代交流会が２月２3、２４の両日、荒屋コミュ
ニティセンターで開催されました。
　同交流会は、安代未来を拓く女性会議と大槌町食生
活改善推進員連絡協議会の共催で3５人が参加。東日本
大震災の経験を下に、自然災害に備え、支援する側さ
れる側の心構えや動き方など、双方の意見を交わし合
いました。参加者の北口ハマ子さん（６3）＝浅沢第１＝
は「被災地での生活における生の声が聞けた。得た知
識を災害の備えに生かしたい」と、感想を述べました。震災時の経験談から減災について意見を交わす参加者

大更駅舎に別れを告げ
開業から9４年大更駅舎最後の営業

　JR大更駅の駅舎が２月６日朝、現駅舎として最後
の営業を終えました。当日は、地域住民の長年の利
用に感謝し、駅員が横断幕を掲げて、乗降客へ紅白
餅を振る舞いました。大更駅の出石貞浩駅長は「多く
の住民の通勤・通学を見守ってきた駅舎がなくなる
のは寂しいが、新駅舎ができるのを楽しみに待って
いてほしい」と、感慨深くも将来に期待を込めました。
　今後は数十㍍南側の仮駅舎で営業を続け、新駅舎
の完成は来年３月を予定しています。 感謝を記した横断幕を掲げて利用客を送る駅員

八幡平市の産業と観光について発表する２学年の生徒たち

市の明るい未来実現へ
「農

みのり
と輝

ひかり
の学習」市長と語る会

　「農と輝の学習」市長と語る会が１月30日、松尾中
学校で開催されました。
　１学年は農業体験から「農」について、２学年は職
業体験から産業・観光の「輝」について発表。３学年
は「八幡平の未来を明るくするプロジェクト」と題
し、市が抱える課題とその解決策を提案しました。
　田村正彦市長は「この学習で得た貴重な経験を大
切に、これからの八幡平市のために生かしてほしい」
と、生徒たちに期待を寄せました。

平舘高の技で女袴再現
近代女学生装束完成披露・引き渡し式

　県立博物館より制作を依頼されていた近代女学生
の装束が完成し２月１４日、同校で引き渡し式が開催さ
れました。式では、同博物館の高橋廣

ひ ろ ゆ き

至館長が感謝
状を贈呈。生徒代表であいさつした佐藤滉

こ う や

也さん（３
年）は「冬休み中も制作に当たり大変だったが、３年間
の集大成として女袴を完成させることができ、よい
経験ができた」と達成感に溢

あ ふ

れた表情で話しました。
　作品は４月２９日（土・祝）と30日㈰、同博物館のイベ
ント「明治気分で大変身！」で一般公開を開始します。着物と女袴の制作に関わった平舘高家政科学科の生徒たち

　スノー駅伝が２月１８日、八幡平リゾートパノラマ
スキー場で開催され、２６チーム９１名が参加しました。
　駅伝は、１周約８00㍍（中学生以下は約４00㍍）の起
伏あるコースを、たすきの代わりにソリをつないで
周回数を競う６0分耐久レース。コース上には逆転可
能(!?)なソリ滑走エリアも設けられていました。
　幅広い年齢層が参加する中、最年少で参加した山
内悠斗君（３）は「３周も走れたし、ソリがとても速く
て楽しかった」と笑顔で話しました。

自然の芸術圧巻の氷瀑
自然観察会～七滝氷瀑ツアー～

　自然観察会～七滝氷瀑ツアー～が２月１９日、県民
の森フォレストiを発着点に開催されました。
　当日は市内外から２６人が参加。スノーシューを装
着した参加者は、ボランティアガイドの先導で岩手
山登山道七滝コースの雪景色を楽しみながら片道約
3.６㌔を歩き、七滝を目指しました。落差約２５㍍、
薄青色の幻想的かつ大迫力の氷瀑を目の前に、感動
の声を上げる人や記念撮影をする人など、参加者は
思い思いに七滝周辺の散策を満喫しました。 雄大な七滝の氷瀑に見入り周辺を散策するツアー参加者
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大
好
き
な
八
幡
平
市
の
魅
力
を 

多
く
の
人
に
伝
え
た
い

友好都市の沖縄県名護市「ＦＭやん
ばる」の公開生放送で本市を紹介

「いわて雪まつり」で市のイベント
を紹介する松村さん（前列中央）

　
第
４
代

　
八
幡
平
市
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
レ
デ
ィ

松
村 

由
佳 
さ
ん（
右
）

マ
ツ
ム
ラ・ユ
カ 

2４
歳 

＝
神
奈
川
県
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
関
出
身
）

　松村由佳さん（再任）と工藤夢子さんは、市
観光協会から第４代八幡平市観光キャンペー
ンレディとして任命を受けました。２人は、
１月１日から３年間、県内外の催しなどで、
八幡平市の観光や特産品のＰＲなど、市の魅
力を発信していきます。

工
藤 

夢
子 

さ
ん

ク
ド
ウ・ユ
メ
コ 

2１
歳 

＝
中
村
＝

▪
編
集
後
記

▽
松
川
一か

ずの
宮
太
鼓
を
取
材
。
同
会
を

知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、
郷
土
愛
あ
ふ
れ
る

姿
に
感
動
し
ま
し
た
。
神
戸
市
で
開
催

さ
れ
る
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ン
ク
ー
ル
で

の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。　
　
竜○

▽
犬
ぞ
り
大
会
の
取
材
に
行
き
ま
し

た
。
存
在
は
知
っ
て
い
た
も
の
の
観
る

の
は
初
。
想
像
以
上
に
躍
動
す
る
犬
の

姿
を
目
に
し「
い
い
写
真
が
撮
れ
る
か

も
」と
期
待
を
膨
ら
ま
せ
撮
影
し
ま
し

た
が
、
思
い
描
い
た
写
真
に
は
程
遠
い

出
来
ば
か
り
。
そ
の
中
で
、
４
頭
す
べ

て
と
息
の
合
っ
た
か
の
よ
う
な
お
気
に

入
り
の
一
枚
が
撮
れ
ま
し
た（
自
己
満

足
で
す
い
ま
せ
ん
）。ち
ょ
っ
と
写
真
の

楽
し
さ
が
分
か
っ
た
気
が
し
ま
す
。
多○
○

　
「
私
に
務
ま
る
か
不
安
で
し
た
。

で
も
、
今
し
か
経
験
で
き
な
い
機

会
だ
と
捉
え
ま
し
た
」と
話
す
の

は
、
第
４
代
八
幡
平
市
観
光
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
レ
デ
ィ
に
就
任
し
た
工

藤
夢
子
さ
ん
。
ホ
テ
ル
安
比
グ
ラ

ン
ド
ヴ
ィ
ラ
３
の
フ
ロ
ン
ト
業
務

に
従
事
す
る
工
藤
さ
ん
は「
活
動

を
通
し
て
市
の
観
光
を
も
っ
と
勉

強
し
た
い
。
誘
客
に
も
つ
な
が
る

よ
う
に
市
の
魅
力
を
伝
え
た
い
。

そ
の
経
験
を
フ
ロ
ン
ト
業
務
で
の

接
客
に
も
生
か
し
て
い
き
た
い
」

と
前
向
き
で
す
。

　
そ
し
て
、
３
代
目
レ
デ
ィ
か
ら

２
期
目
と
な
る
松
村
由
佳
さ
ん
。

「
こ
の
２
年
間
で
、今
ま
で
知
ら
な

か
っ
た
八
幡
平
市
の
良
さ
を
知
る

こ
と
が
で
き
、
ま
す
ま
す
大
好
き

に
な
り
ま
し
た
」と
笑
顔
で
語
り

ま
す
。
転
勤
と
な
っ
た
た
め
現
在

は
神
奈
川
県
に
住
ん
で
お
り「
岩

手
県
内
で
の
活
動
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
首
都
圏
で
も
八
幡
平
市
を

も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
で
す

ね
」と
意
欲
を
み
せ
ま
す
。

　

今
後
に
つ
い
て
２
人
は「
市
の

魅
力
を
伝
え
る
こ
と
が
楽
し
み
。

た
く
さ
ん
伝
え
ら
れ
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
」と
意
気
込
み
ま
し
た
。


